
　いつの頃から始まったのか定かではありません

が、かつて萱本には「人形様送り」という民俗行

事がありました。毎年２月４日に行われていたこ

の行事では、子どもたちが当番の家に集まり、大

人に手伝ってもらいながら藁
わら

人形を作っていまし

た。半紙に怖い顔を書いて顔の部分に張り付け、

頭には髷
まげ

を付け、腰に木で作った刀を差します。

そして人形様が出来上がると、鉦
しょう

を叩いて「人形
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↑地区住民が人形様を送る様子

↑ サデ（稲架）に結わえた
　人形様
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様の送りだ～」と掛け声を村中に響かせながら村外れまでお送りし、村の

入口のサデ（稲
は さ

架）の上に結わい付けて他村から悪人や悪疫が入って来な

いよう監視・退治する魔除けの神として祀
まつ

っていました。しかし、この行

事は昭和32年を最後に一度途絶えてしまいました。

　それから約30年後の昭和63年、県立博物館の企画展「境の神・風の

神：境に立つ神々―村人共同の祈りの姿」が行われました。このとき、企

画展のためにと依頼され、人形様作りを覚えていた古老にお願いして作成

した人形様が博物館で展示・保管されました。10年後の平成10年、萱本

自治区では地区住民の総意で「萱本ふるさとおこし実行委員会」を組織し

ました。県立博物館に保管してあった人形様の調査を行い、人形様を復元

し、全戸総出で人形様送りを再現しました。昔は１体だけでしたが、復元

時からは２体作成するようにし、サデもこの行事のために集会所敷地と端

村樋ノ口の入口に作成して人形様を結わえています。この人形様は翌年の

歳の神でお焚き上げし、２月にまた新しい人形様を作っています。同委員

会では今も引き続きふるさとの文化財や年中行事の継承などを続けてお

り、人形様送りは今年の２月で復活から21回目を数えました。
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